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    第一章
1アモンの子こユダの王わうヨシヤの世よにゼパニヤに臨のぞめるヱホバの言ことば ゼパニヤはクシの子こ クシはゲダリアの子こ ゲダリアはアマリヤの子こ アマリヤはヒゼキヤの子こなり 2ヱホバ言いひたまふ われ地ちの面おもてよりすべての物ものをはらひのぞかん 3われ人ひとと獣畜けものをほろぼし空そらの鳥とり 海うみの魚うをおよび躓礙つまづきになる者ものと惡あく人にんとを滅ほろぼさん 我われかならず地ちの面おもてより人ひとをほろぼし絶たたん ヱホバこれを言いふ 4我われユダとエルサレムの一切すべての居民きよみんとの上うへに手てを伸のべん 我われ この處ところよりかの漏もれのこれるバアルを絶たちケマリムの名なを祭司さいしと與ともに絶たち 5また屋上やのうへにて天てんの衆軍しうぐんを拜をがむ者ものヱホバに誓ちかひを立たてて拜をがみながらも亦またおのれの王わうを指さして誓ちかふことをする者もの 6ヱホバに悖もとり離はなるる者ものヱホバを求もとめず尋たづねざる者ものを絶たたん 7汝なんぢ 主しゆヱホバの前まへに默もくせよ そはヱホバの日ひ近ちかづきヱホバすでに犠牲いけにへを備そなへその招まねくべき者ものをさだめ給たまひたればなり 8ヱホバの犠牲いけにへの日ひに我われもろもろの牧伯つかさと王わうの子等こらおよび凡すべて異邦ことくにの衣服ころもを着つくる者ものを罰ばつすべし 9その日ひには我われまた凡すべて閾しきみをとびこえ強暴あらきことと詭譎いつはりをもて獲えたる物ものをおのが主しゆの家いへに滿みたす者等ものどもを罰ばつせん 10ヱホバ曰いひたまはく その日ひには魚うをの門もんより號呼さけびの聲こゑおこり下邑しもまちより喚わめく聲こゑおこり山々やまやまより大おほいなる敗壞ほろびおこらん 11マクテシの民たみよ汝なんぢら叫さけべ 其そは商賣あきなひする民たみ 悉ことごとくほろび銀ぎんを擔になふ者もの 悉ことごとく絶たえたればなり 12その時ときはわれ燈ともしびをもちてエルサレムの中なかを尋たづねん 而しかして滓をりの上うへに居着ゐつきて心こころの中うちにヱホバは福さいはひをもなさず災わざはひをもなさずといふものを罰ばつすべし 13かれらの財寳たからは掠かすめられ彼かれらの家いへは荒果あれはてん かれら家いへを造つくるともその中なかに住すむことを得えず 葡萄ぶだうを植ううるともその葡萄ぶだう酒しゆを飮のむことを得えざるべし 14ヱホバの大おほいなる日ひ近ちかづけり 近ちかづきて速すみやかに來きたる 聽きけよ是これヱホバの日ひなるぞ 彼處かしこに勇士ますらをのいたく叫さけぶあり 15その日ひは忿怒いかりの日ひ 患難なやみおよび痛苦くるしみの日ひ 荒あれかつ亡ほろぶるの日ひ 黑暗くらくまたをぐらき日ひ 濃あつき雲くもおよび黑雲くろくもの日ひ 16箛らつぱをふき鯨聲ときをつくり堅かたき城しろを攻せめ高たかき櫓やぐらを攻せむるの日ひなり 17われ人々ひとびとに患難なやみを蒙かうむらせて盲者めしひのごとくに惑まどひあるかしめん 彼かれらヱホバにむかひて罪つみを犯をかしたればなり 彼かれらの血ちは流ながされて塵ちりのごとくになり彼かれらの肉にくは捨すてられて糞土ふんどのごとくなるべし 18かれらの銀ぎんも金きんもヱホバの烈はげしき怒いかりの日ひには彼かれらを救すくふことあたはず 全地ぜんちその嫉妬ねたみの火ひに呑のまるべし 即すなはちヱホバ地ちの民たみをことごとく滅ほろぼしたまはん 其その事ことまことに速すみやかなるべし
  


  
    第二章
1汝等なんぢら羞恥はぢを知しらぬ民たみ早はやく自みづから内うちに省かへりみよ 2夫日かのひは糠粃もみがらの如ごとく過すぎさる 然されば詔言みことのりのいまだ行おこなはれざる先さきヱホバの烈はげしき怒いかりのいまだ汝等なんぢらに臨のぞまざる先さきヱホバの忿怒いかりの日ひのいまだ汝等なんぢらにきたらざるさきに自みづから省かへりみるべし 3すべてヱホバの律法おきてを行おこなふ斯地このちの遜へりくだるものよ 汝等なんぢらヱホバを求もとめ公義こうぎを求もとめ謙遜けんそんを求もとめよ 然さすれば汝等なんぢらヱホバの忿怒いかりの日ひに或あるひは匿かくさるることあらん 4夫それガザは棄すてられアシケロンは荒あれはてアシドドは白晝まひるに逐おひはらはれエクロンは抜ぬきさらるべし 5海うみ邊べに住すめる者ものおよびケレテの國民くにびとは禍わざはひなるかな ベリシテ人びとの國くにカナンよ ヱホバの言ことばなんぢらを攻せむ 我われなんぢを滅ほろぼして住者すむものなきに至いたらしむべし 6海邊うみべは必かならず牧塲まきばとなり牧者ぼくしやの洞ほらおよび羊ひつじの牢をりそこに在あらん 7此地このちはユダの家いへの殘餘のこれる者ものに歸きせん 彼かれら其處そこにて草飼くさかひ暮くれに至いたればアシケロンの家いへに臥ふさん そは彼かれらの神かみヱホバかれらを顧かへりみその俘囚とらはれを歸かへしたまふべければなり 8我われすでにモアブの嘲弄あざけりとアンモンの子孫しそんの罵言ののしりを聞きけり 彼かれらはわが民たみを嘲あざけり自みづから誇ほこりて之これが境界さかひを侵をかせしなり 9是故このゆゑに萬軍ばんぐんのヱホバ、イスラエルの神かみ 言いひたまふ 我われは活いく 必かならずモアブはソドムのごとくになりアンモンの子孫しそんはゴモラのごとくにならん 是これは共ともに蕁麻いらくさの蔓延はびこる處ところとなり鹽坑しほあなの地ちとなりて長久とこしなへに荒あれはつべし 我民わがたみの遺のこれる者ものかれらを掠かすめわが國民くにびとの餘あまされたる者ものかれらを獲えん 10この事ことの彼かれらに臨のぞむはその傲慢たかぶりによる 即すなはち彼かれら萬軍ばんぐんのヱホバの民たみを嘲あざけりて自みづから誇ほこりたればなり 11ヱホバは彼等かれらに對むかひては畏おそろしくましまし地ちの諸もろもろの神かみや饑うやし滅ほろぼしたまふなり 諸もろもろの國くにの民たみおのおのその處ところより出いでてヱホバを拜をがまん 12エテオピア人びとよ汝等なんぢらもまたわが劍つるぎにかかりて殺ころさる 13ヱホバ北きたに手てを伸のべてアッスリヤを滅ほろぼしたまはん 亦またニネベを荒あらして荒野あれののごとき旱地かわけるちとなしたまはん 14而しかして畜けものの群むれもろもろの類たぐひの生物いきものその中うちに伏ふし鸅鸕をすめどりおよび刺猬はりねづみ其その柱はしらの頂いただきに住すみ囀さへづる者ものの聲こゑ窓まどの内うちにきこえ荒落あれおちたる物もの閾しきみの上うへに積つもり香柏かうはくの板いたの細工さいく露顯あらはになるべし 15是邑このまちは驕おごり傲たかぶりて安泰やすらかに立たちをり 唯ただ我われあり 我われの外ほかには誰たれもなしと心こころの中うちに言いひつつありし者ものなるが斯かくも荒あれはてて畜獣けものの臥ふす處ところとなる者ものかな 此ここを過すぐる者ものはみな嘶うそぶきて手てをふるはん
  


  
    第三章
1此この暴虐しひたげを行おこなふ悖もとりかつ汚けがれたる邑まちは禍わざはひなるかな 2是これは聲こゑを聽ききいれず敎晦をしへを承うけずヱホバに依賴よりたのまずおのれの神かみに近ちかよらず 3その中なかにをる牧伯つかさ等たちは吼ほゆる獅子ししの如ごとくその審士さばきびとは明旦あしたまでに何なにをも遺のこさざる 夜求食よあさりする狼おほかみのごとし 4その預言者よげんしやは傲ほこりかつ詐いつはる人ひとなり その祭司さいしは聖物きよきものを汚けがし律法おきてを破やぶることをなせり 5その中なかにいますヱホバは義ただしくして不義ふぎを行おこなひたまはず朝あさな朝あさな己おのれの公義こうぎを顯あらはして缺かくることなし 然しかるに不義ふぎなる者ものは恥はぢを知しらず 6我われ國々くにぐにの民たみを滅ほろぼしたればその櫓やぐらは凡すべて荒あれたり 我われこれが街ちまたを荒凉あれさびれしめたれば往來ゆききする者ものなし その邑々まちまちは滅ほろびて人ひとなく住すむ者ものなきに至いたれり 7われ前さきに言いへり 汝なんぢただ我われを畏おそれまた警敎いましめを受うくべし 然しからばその住家すみかは我わが凡すべて之これにつきて定さだめたる所ところの如ごとくに滅ほろぼされざるべしと 然しかるに彼等かれらは夙つとに起おきて己おのれの一切すべての行状おこなひを壞やぶれり 8ヱホバ曰いひたまふ 是このゆゑに汝なんぢらわが起たちて獲え物ものをする日ひいたるまで我われを俟まて 我われもろもろの民たみを集つどへ諸もろもろの國くにを聚あつめてわが憤恨いきどほりとわが烈はげしき忿怒いかりを盡ことごとくその上うへにそそがんと思おもひ定さだむ 全地ぜんちはわが嫉妬ねたみの火ひに燒やきほろぼさるべし 9その時ときわれ國々くにぐにの民たみに清きよき唇くちびるをあたへ彼かれらをして凡すべてヱホバの名なを呼よばしめ心こころをあはせて之これにつかへしめん 10わが散ちらせし者等ものどもの女むすめ即すなはち我われを拜をがむ者ものエテオピアの河々かはがはの彼旁むかうよりもきたりて我われに禮そなへものをささぐべし 11その日ひには汝なんぢわれに對むかひてをかしきたりし諸もろもろの行爲わざをもて羞はぢを得うることなかるべし その時ときには我われなんぢの中うちより高たかぶり樂たのしむ者等ものどもを除のぞけば汝なんぢかさねてわが聖山きよきやまにて傲ほこり高たかぶることなければなり 12われ柔和にうわにして貧まづしき民たみをなんぢの中うちにのこさん 彼かれらはヱホバの名なに依賴よりたのむべし 13イスラエルの遺のこれる者ものは惡あくを行おこなはず 謊いつはりをいはず その口くちのうちには詐僞いつはりの舌したなし 彼かれらは草食くさくひ臥ふしやすまん 之これを懼おそれしむる者ものなかるべし 14シオンの女むすめよ歡喜よろこびの聲こゑを擧あげよ イスラエルよ樂たのしみ呼よばはれ エルサレムの女むすめよ心こころのかぎり喜よろこび樂たのしめ 15ヱホバすでに汝なんぢの鞫さばきを止やめ汝なんぢの敵てきを逐おひはらひたまへり イスラエルの王わうヱホバ汝なんぢの中うちにいます 汝なんぢはかさねて災禍わざはひにあふことあらじ 16その日ひにはエルサレムに向むかひて言いふあらん 懼おそるるなかれ シオンよ 汝なんぢの手てをしなえ垂たるるなかれと 17なんぢの神かみヱホバなんぢの中うちにいます 彼かれは拯救すくひを施ほどこす勇士ますらをなり 彼かれなんぢのために喜よろこび樂たのしみ愛あいの餘あまりに默もくし汝なんぢのために喜よろこびて呼よばはりたまふ 18われ節會せちゑのことにつきて憂うれふるものを集あつめん 彼等かれらは汝なんぢより出いでし者ものなり 恥辱はぢかれらに蒙かうむること重負おもにのごとし 19視みよその時ときわれ汝なんぢを虐遇しへたぐる者ものを盡ことごとく處置しよちし足蹇あしなへたるものを救すくひ逐おひはなたれたる者ものを集あつめ彼かれらをして其その羞辱はづかしめを蒙かうむりし一切すべての國くににて稱譽ほまれを得えさせ名なを得えさすべし 20その時ときわれ汝なんぢらを携たづさへその時ときわれ汝なんぢらを集あつむべし 我われなんぢらの目めの前まへにおいて汝なんぢらの俘囚とらはれをかへし汝なんぢらをして地上ちじやうの萬國ばんこくに名なを得えさせ稱譽ほまれを得えさすべし ヱホバこれを言いふ
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